

















































































































































































組織の特徴 マルテイナショナル グローバル インターナショナル トランスナショナル
能力と組織 分権化され国別 中央集権化され コア・コンピタン 拡散，相互依存
力の配置 に自己充足 グローバル規模 シーの源泉は中央 専門化
集権その他は分散
海外事業の 現地の機会を感 親会社の戦略を 親会社のコンピタ 国別子会社毎に
役割 知して利用 遂行 ンシーを適用し， 役割を分け，世
拡大する 界業務を統合す
る
知識の開発 海外子会社で知 中央で知識を開 中央で知識を開発 共同で知識を開















































































































































































































































































































































































































































































7 6 5 合計 7 6 5 合計
① 5」 30 n 114 ① 且1 29 15 112
② 7 19 20 1ユ4 ② 3 15 13 112
③一 6 13 16 1ユ4 ③ 2 4 8 112　，
④ 4 18 24 ユユ4 ④ 5 17 17 ユユ2
⑤ 4 13 ユ3 114 ⑤ 3 11 14 ユ12
⑥ 1 5皿 10 1ユ4 ⑥ 1 2． ．6 1ユ2皿
⑦ 2 5 ユ0 114 ⑦ 1 1 4 112
⑧ 2 12 20 114 ⑧ 2 11 22 112


























































































本社管理費 国際物流費 研究開発費 国際マーケティング費
①海外子会社に負担させない 79社72，5％ 55社53．8％ 68社6ユ．3％ 68社66．7％
②利用程度によって原価配賦 11　IO．1％ 24　23．5％ 13　11．7％
??
18．6％
③利用会社に対して原価に予め 8　　7，3％ 7　　6，9％ ユ2　ユ0、脇 8 7，8％
決定していた利益額を加算し
て徴収
④利用会社に対して市価を基準 3　　2，8％ 7　　6．9％ 5　　4．5％ 3 2．9飴
に算定していた価格を徴収




⑥その他 8　　7，3％ 7　　6，9％ 10　　9，O％ 8 7．8％
合 計 1ユ09社 ■！02社 ■111杜 一102社
一 巴 ＝ ＝
第22表　本社費の管理方法
本社管理費 国際物流費 研究開発費 国際マーケティング費
①原価の総額を集計をするにと 工4社王3，2％ 22社22－O％ 19社17．3％ 24社23．ユ％
どまり，特に管理していない
②費目別の集計を行い，予算で 88　83，0％ 6ユ　6ユ．0％ 71　関．5％ 66 63．5％
管理している





④ABC／ABMを使用してセグ4　3，7呪2　2．O％ 5　　4．5％ 1 1．O％
メント別の管理を行っている
⑥その他 3　2－8％4　4，O％ 3　2．7％5 4．8％
合 計 て疏 山ユoo社 凹！ユO社 一104社
＝ ＝ 宝 ＝
ユ16
多国籍企業における業績評価および国際振替価格 工17
　今後，本社賓の国際振替に関する問題も増加すると考えられるが，その管理方法については未
、だ十分であるとはいえない。上記の4種類の本社費管理方法については，いまだ予算による管理
の域を出ておらず，ABC／ABMを使用した管理にまで今後踏み込んでいく余地が残されている。
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